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平成２８年度枕崎市国民健康保険保健事業実施計画 

 

  

１ 目的 

本計画は，国民健康保険法（昭和 33年法律 192号）第 82条第１項及び「国民健康保

険法に基づく保健事業の実施等に関する指針」（平成 16年厚生労働省告示第 307号）第

四の六の規定に基づき策定するものであり，人口の高齢化の進展に伴い，心疾患，脳血

管疾患などの生活習慣病の増加等により医療費が年々増加傾向にある中で，被保険者に

対する，生活習慣病対策をはじめとした，健康増進及び疾病予防の取組について，保険

者がその支援の中心となり，個々の被保険者の特性を踏まえた保健事業を展開すること

で，その健康の保持増進を達成することを目的としています。併せて，医療費適正化に

よる国民健康保険の財政健全化を将来にわたって達成することも目指します。 

 

 

２ 枕崎市国保の現状 

（１）被保険者数の推移 

  本市の人口は，減少傾向にありますが，世帯数はほぼ横ばい傾向となっています。 

本市国民健康保険は，被保険者数，世帯数ともに減少傾向にあります。

 

※23年度～26年度の人口，世帯数は各年 9月末数値で，国保被保険者数，国保世帯数

は年平均の数値。 
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（２）医療費総額と１人当たり医療費の推移 

     本市国民健康保険の医療費総額と１人当たり医療費は，平成 25年度までは，ともに

増加傾向にあり，平成 26年度は平成 25年度より減少しています。 

 

 

（３）本市国民健康保険で多い疾病 

    本市国民健康保険では，精神及び行動の障害に続き，循環器系の疾患，新生物など

の生活習慣病が多いことがわかります。 
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≪国保１人当たり医療費と医療費総額の推移≫ 

１人当たり医療費（万円） 

医療費総額（億円） 

精神及び行動の障害（統

合失調症，統合失調症型

障害及び妄想性障害など） 

4,017万円 

19% 

循環器系の疾患（高血圧

性疾患，虚血性心疾患，

脳梗塞など） 

3.671万円 

17% 

新生物（各種悪性新生物，

白血病など） 

2,834万円 
14% 

筋骨格系及び結合組織の

疾患（脊椎障害，炎症性多

発性関節障害など） 

1,786万円 

9% 

消化器系の疾患（歯肉炎

及び歯周疾患，胃潰瘍及

び十二指腸潰瘍，胆石症

など） 

1,659万円 

8% 

内分泌，栄養及び代謝疾

患（糖尿病，甲状腺障害な

ど） 

1,321万円 

6% 

尿路生殖器系の疾患（腎

不全，前立腺肥大など） 

1,259万円 
6% 

その他 

4,509万円 
21% 

≪枕崎市国民健康保険で医療費が高い疾病（26年5月診療分）≫ 
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（４）脳卒中死亡率の状況 

   本市の脳卒中死亡率は，男性が全国平均の 1.7倍，女性が 1.3倍となっており，県内

市町村でも高く，特に男性はワースト２位となっています。 

 

 

 

※後述の，特定健康診査，特定保健指導，脳卒中（生活習慣病）対策事業などを通じ 

て，脳卒中の要因となる高血圧性疾患，糖尿病等に重点をおいた生活習慣病発症予防 

と重症化予防のための対策を強化していきます。 
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（５）特定健康診査受診率の推移 

   枕崎市国保の特定健康診査の受診率は，年々増加していますが，国の掲げた目標値

でもある 60％には，まだ手が届かない状況です。 

 

 

３ 基本方針 

（１）特定健康診査・特定保健指導の推進 

   生活習慣病の早期発見と予防を図るため，「枕崎市国民健康保険特定健康診査等実施

計画（第２期計画）」及び「枕崎市保健事業計画（データヘルス計画）」に基づき，被

保険者個々の状況に対応した受診環境や，保健指導体制の整備を図ります。また，未

受診者勧奨などを実施することで受診率の向上を目指します。 

（２）疾病予防事業・普及啓発事業の推進 

   被保険者の健康増進，疾病予防を図るため，多様な年齢層の被保険者が参加しやす

い医療・保健に関する普及啓発事業，健康づくり事業を実施します。 

（３）疾病分析及びそれに基づいた保健指導の推進 

   被保険者の医療費データと健診データの突合分析を行い，個々の被保険者の状況を

把握し，それぞれに応じた保健指導を実施します。 

（４）推進体制の整備等  

関係部署及び関係機関・団体との連携を強化し，円滑な事業実施を図ります。 

 

４ 事業計画 

（１）特定健康診査・特定保健指導 

   「特定健康診査等実施計画」に基づき，40 歳以上の被保険者を対象として，生活習
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慣病の予防に着目した健康診査を実施し，被保険者の健康管理を図ります。また，特

定健康診査の結果から抽出された，動機付け支援又は積極的支援が必要とされた者を

対象とする特定保健指導を実施し，被保険者の生活習慣の改善を促し，健康的な生活

を維持することができるようになることを通じ，生活習慣病の予防を図ります。 

①  特定健康診査（平成 28年度受診率目標 60％） 

【実施方法】 

・集団健診 ７月～８月にかけて市内各施設で実施。必要に応じて，未受診者を

対象にした脱漏健診も実施します。 

・個別健診 ６月～２月にかけて市内５医療機関で実施します。 

   【受診率向上に向けた取組】 

    ・平成 25年度から自己負担金を完全無料化しました。 

    ・平成 25年度から，健診会場を，受診者から要望が多かった空調設備と洋式トイ

レが完備した会場に変更し，健診環境整備を図りました。 

    ・平成 25年度から個別健診の健診期間を２か月から９か月に延長しました。 

    ・地域単位で健診に対する意識を高めてもらうため，特定健診の受診率等が高く

健康に関する意識が高い自治公民館を表彰する，特定健診自治公民館表彰制度

を実施します。 

②  特定保健指導（平成 28年度実施率目標 60％） 

   【実施方法】 

    ・情報提供 

        受診者全員を対象にした健診結果報告会を開催し，健診結果を渡す際に，保 

健師等から健診結果の見方や個人の生活習慣の改善に関する基本的な情報を説 

明します。 

・動機付け支援 

  対象者が，健診結果から自分の身体状況を認識し，生活習慣を見直すきっか 

けとなる支援を行います。 

・積極的支援 

  対象者が健診結果や経年的変化等から自分の健康状態を認識し，具体的に実 

践可能な行動目標を選択し，達成できるよう支援します。 

   【利用率向上に向けた取組】 

    ・平成 26年度から個別健診で特定保健指導の対象となった方を対象とする医療機

関等への外部委託を開始しました。 

    ・集団健診の特定保健指導の対象となった方に，最終評価まで指導を受けていた

だくための方策を検討し，実施します。 

（２）特定健康診査未受診者勧奨事業 

   国庫補助事業を活用して，特定健診未受診者を抽出し，戸別訪問や電話勧奨によっ
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て，生活習慣病に関する情報提供や，国保医療費の状況の説明を行い，健診の必要性

について理解を深めていただくことで，受診勧奨を実施します。 

（３）後発医薬品使用促進の取組 

被保険者等に対して，後発医薬品使用促進に向けた啓発を積極的に行っていきます。

そのために，後発医薬品に切り替えた場合の差額通知の実施やジェネリック希望カー

ド等の配布及び各種の健康に関する講座，啓発用冊子，市の広報紙などにより，積極

的に使用促進に向けた啓発を図ります。  

（４）人間ドック助成事業 

   被保険者の健康の保持増進，及び疾病の早期発見，早期治療を図ることを目的に，

１日人間ドックと脳ドックに対する助成事業を実施します。また，平成 28 年度から，

40歳から 65歳までの５歳刻みの節目年齢の方に対する助成事業も実施します。 

   【実施方法】 

    年間を通じて，市内３医療機関及び市外２医療機関の指定医療機関で実施する人 

間ドック，脳ドックを助成対象とします。 

   【助成額】 

    ・１日人間ドック 20,000円 脳ドック 9,000円（同時実施の場合，29,000円） 

    ・40歳から 65歳までの５歳刻みの節目年齢の方に対する助成額 

      １日人間ドック 30,000円 脳ドック 16,000円（同時実施の場合，46,000円） 

（５）健康づくり事業の推進 

① 市民健康教室 

    市民の健康づくりを目的として，枕崎市，枕崎市三師会（医師会，歯科医師会，

薬剤師会），枕崎市消防署が共催して，年１回開催します。 

  ② さわやかウォーキング大会 

    来場者に専門の指導員による正しいウォーキング方法の説明を行い，楽しく，無

理のないウォーキングを実践していただきます。（年１回開催） 

（６）訪問指導事業 

   国保連合会から提供されるレセプト情報を活用し，重複，頻回，多受診者を抽出し，

訪問により被保険者の状況に応じた，保健指導等を行うことにより，医療費の適正化

を図ります。 

（７）脳卒中（生活習慣病）対策推進事業 

   本市の脳卒中死亡率は，男性が全国平均の約 1.7 倍，女性が全国平均の約 1.3 倍で，

県内市町村で男性がワースト２位，女性がワースト８位となっていることから，県（加

世田保健所）と連携して，生活習慣病の予防と脳卒中死亡率の減少に向けた対策を，

引き続き実施します。 

今年度は，特定健診の結果説明会の場を活用した出し汁の試飲や野菜料理の試食な

どの取組を実施します。 
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また，医療費データと健診データの突合分析結果を用いて，糖尿病，高血圧症，脂

質異常症などの生活習慣病に関するリスクの高い方々を抽出し，発症及び重症化予防

を中心とした保健指導を実施し，取組の評価を行います。 

 

５ 推進体制 

 

国保運営全般
総合調整，普及啓発　等

特定健診，特定保健指導

各種がん検診
健康教室，健康相談　等

健康づくり事業協力等
関係各課

関係機関・団体
県（管内保健所）・医師会・歯科医師会・薬剤師会・保健
推進員・食生活改善推進連絡協議会・老人クラブ連合会
ほか

枕崎市

健康課
　　　保険医療係

　　　健康促進係


